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京都市バスの路線・ダイヤの
在り方に関する検討委員会
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本日の議題

 市バスの御利用状況の現状
 市バス旅客流動調査の結果について
 市バスお客様アンケート調査について

 今後の市バス路線・ダイヤの在り方に向けての検討課題

① 現在の路線・ダイヤについて日頃からお感じのことについて
 「良いところ」「便利なところ」
 「こうしたことを何とかしてほしい」
 「このようになれば，もっと使いやすくなる」 など

② より便利で，使いやすい市バスにするために
 今後，どのような取組を検討していくべきか。

③ コロナ禍による未曾有の経営危機を乗り越えていくために
 経営改善に向け，今後，どのような取組を検討していくべきか。

④ 市バスの現状課題について，不足している視点は？

第１回
（本日）

第２回 第３回 第４回
パブリック
コメント

第５回 答申

 スケジュール等

８～１１月
今後の市バス路線・ダイヤの方向性について審議

２月
答申案のとりまとめ

１１～１２月
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市バス事業
の概要
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本市交通事業の沿革

 京都のまちを支える公共交通機関として
 本市交通事業は，明治45年の市電の開業に始まります。

 昭和に入ると産業の発展に伴う人口増加による輸送需要の著しい増加を踏まえ，
市周辺部の交通便益と市電の補助機関として，昭和３年に市バスの営業を開始，
市域の発展と共に路線拡張を重ね，昭和39年には市電･市バスを合わせたお客
様数は90万人／日に達しました。

 市電・市バスから市バス・地下鉄へ
 昭和40年代に入り，モータリゼーションの進展等によるお客様数の減少を受け，

本市交通事業は厳しい経営状況となり，昭和53年には市電の営業を廃止し，
路面交通を市バスに一元
化しました。

 その後，昭和56年には地
下鉄が開業し，順次延伸
を経て，今日の市バス・
地下鉄ネットワークを形
成し，市内の代表的な交
通手段として重要な役割
を果たしています。
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市バス・地下鉄事業の役割

 京都市内の基幹的な公共交通機関としての役割
 市バス・地下鉄は，市内の公共交通の６割を担う基幹的な公共交通機関であり，

市民の皆様の生活と多様な都市活動を支えています。

 公営企業としての役割
 公営企業として「経済性を発揮」しつつ「公共の福祉の増進」を図る役割を担

い，効率的な経営と安定した経営基盤の確立に努めています。

 京都の活力を支える交通インフラ機能としての役割
 本市の重要政策である「歩くまち・京都」を牽引し，

京都の活力を支える交通インフラ機能としての役割を担っています。
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市バス事業の現況・運行エリア

 営業設備

 営業所

令和４年４月１日現在

営業キロ 321.93km

系統数 74系統

バス停留所 714箇所

車両数 801両

走行キロ 81.5千km/日

名称 系統数
車両数

(うち委託数)

西賀茂営業所 10 109

烏丸営業所 7 88

錦林出張所 4 44（44）

九条営業所 9 178

梅津営業所 14 166（56）

洛西営業所 15 102（102）

横大路営業所 15 114（114）

市バス運行エリア（令和４年４月現在）

太秦天神川

竹田

国際会館

六地蔵

地下鉄烏丸線
地下鉄東西線
市バス路線
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市バス事業の沿革

 沿革
 昭和３年５月

営業開始（出町柳～植物園）

 その後，市域の拡大にあわせて路線を延長

 昭和40年代後半～昭和53年

市電を順次廃止，市バスに代替

 昭和55年度（地下鉄開業直前）

営業路線，お客様数ともにピーク

 以降，地下鉄の延伸・開業や自家用車の
増加等によりお客様が減少し，路線を縮小

 平成12年度 「管理の受委託」を開始

民間バス事業者に市バス運行等を委託

 平成26年度「市バス 新運転計画」
 市バスの混雑対策を実施

京都を訪れる国内外からの旅行者の増加を
背景にお客様数も増加傾向にあり，
車内混雑対策として，
路線・ダイヤを拡充，混雑対策を実施
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経営健全化団体から脱却

過去最大の累積欠損金

過去最大の経常赤字
市バス新運転計画

単年度黒字に転換

 経営健全化計画に基づく取組
 平成15年度 単年度黒字に転換

（以降，令和元年度まで継続）

 平成24年度 経営健全化団体から脱却

 平成25年度 累積欠損金を解消

 平成26年度 累積資金不足を解消

 平成26年度以降，
任意補助金ゼロの自立経営を継続

市バス事業の財政状況

数次にわたる経営健全化の取組で，大きな経営改善を実現
市バス事業の
収支構造の変化

経常収入は京都市の一般会計
からの任意の財政支援をなくすこ
とで減少しましたが，経常支出で
は，経営健全化の取組（バス運転
士への新給料表の適用による給
与引下げや，市バス運行業務等
の民間委託「管理の受委託」の推
進など）により，人件費，経費の合
計を大幅に削減することで，収支
の黒字化を達成しました。

市バス事業の財政状況

累積欠損金を解消



10

8.04 8.04 
8.10 8.11 

8.43 
8.53 

8.66 
8.75 8.79 8.80 

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

平成22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和元

（万km）

（年度）

760
764 764

788
794

804
808

818 818
822

700

720

740

760

780

800

820

840

平成22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和元

（両）

（年度末）

 “攻めの経営”で，
増車による路線新設や増便，ダイヤを充実
 通勤・通学利用の増加や京都を訪れる観光客の増加に

も支えられ，市バスのお客様数は増加

 路線・ダイヤの充実とともに，経営状況も大きく改善

 バス待ち環境の向上や案内表示の多言語化など利便性
向上を実施

系統数などの推移

お客様のご利用増を背景に，攻めの経営を推進

市バス新運転計画

市バス新運転計画

出典：京都市交通事業白書
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市バス新運転計画
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※営業係数：100円の収入を得るために必要な費用を示す指標であり，
100未満の系統は黒字，100を超える系統は赤字となる。
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営業係数
100未満
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 お客様のご利用状況
 新型コロナウイルス感染症拡大により，令和２年度

の市バスお客様数は前年度から１日当たり10万人以
上(約３割)減少。

 ご利用減少が最も深刻だった令和２年４～５月は前
年の約半数，ご利用が最も回復した11月でも前年の

約８割にとどまった。

 財政状況
 令和２年度は平成14年度以来の赤字(48億円)を計上。

 82系統全てが赤字に。（令和２年度）
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市バス・地下鉄事業経営ビジョン【改訂版】（令和４年３月策定）

 安定経営を図るうえで基本となる経常損益の黒字化の早期達成
 一般会計から任意の財政支援を受けない運営を継続すること
 経営健全化団体となることを回避すること

 経費削減策
 ご利用状況に応じた運行見直しや民間バス事業者との連携強化（多客時には利

用状況に応じ臨時バスを運行）
 車両更新計画の見直しによる更新車両数の削減，リースによる車両調達（企業

債償還負担平準化）
 運行管理体制の効率化や，停留所施設の更新計画の延期，人件費の抑制

 収入増加策
 「安全・安心」な運行を確保するため，安全運行に係る設備投資を着実に実施
 「安全対策が必要と考えられるバス停留所」の移設等の安全対策
 民間事業者や集客施設，大学，企業と連携した公共交通の利用促進
 沿線地域にお住まいの皆様との連携による市バス利用促進の取組（ＭＭ）
 「歩くまち・京都」の推進
 混雑緩和や高頻度利用者を優遇する観点から乗車券制度の更なる見直し
 広告収入の増加，クラウドファンディングなど資金調達のための新たな取組

 あらゆる経営努力を尽くしたうえでの運賃改定（市バス ８％程度）

持続可能な安定経営に向けた経営健全化策を推進
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市バス路線・
ダイヤ編成の
これまでの取組
（この10年の取組）
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これまでの経緯

社会情勢にあわせて，計画を策定／推進

路線新設や増便などに取り組み“攻めの経営”を推進

平成24年 市バス旅客流動調査
市バスお客様アンケート調査

平成25年３月 「市バス路線・ダイヤ編成の基本的な考え方」策定
平成26年３月 市バス新運転計画 スタート

令和４年３月 市バス・地下鉄事業経営ビジョン【改訂版】（2021-2028）策定

令和４年 京都市バスの路線・ダイヤの在り方に関する検討委員会

社会的背景：観光客の急増・混雑対策，運転士などの担い手不足

令和３年 市バス旅客流動調査
市バスお客様アンケート調査

平成24年 有識者会議（市バス路線・ダイヤ検討委員会）での議論

平成31年３月 市バス・地下鉄事業経営ビジョン（2019-2028）策定

今回の検討

社会的背景：コロナ禍による経営危機・燃料費高騰・カーボンニュートラル
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前回の新運転計画（H26.3～）

 基本方針
 現在の市バスネットワークの持つ“長所”“サービス”を維持する
 お客様目線でサービス拡充を行い，より一層ご利用いただける市バスを目指す

１．お客様の利便性を第一に

 輸送力増強

 鉄道との結節強化

 ダイヤどおりの運行推進

２．新たな需要を掘り起こす

 新たな市バス需要への対応

３．「歩くまち・京都」の中核を担う

 四条通の歩道拡幅と公共交通優先化への対応

 京都駅南口駅前広場リニューアルへの対応

４．「わかりやすさ」を追求する

 案内表示の一新

 車内案内の充実

 情報提供の充実
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平成２６年以降の主な取組①

 新運転計画（平成26年）以降，路線の新設や増便等の“攻めの経営”を実施

 近年は民間バス事業者とも協力し，限られた輸送力を活用する路線・ダイヤ編成へ

交通系ICカード利用の
開始・サービス拡充

観光路線の新設
混雑緩和に向けた増便

深夜バスの運行
夜間時間帯の運行充実

民間バス事業者との共同運行
1日乗車券，IC定期券の共通利用

地域主体のモビリティ・マネジメント
と一体となった路線・ダイヤの拡充

通学系統の運行充実
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平成２６年以降の主な取組②

パターンダイヤの更なる推進／複数系統間でのダイヤ調整

鉄道との乗継利便性向上

分かりやすさの向上への取組
（案内表示のリニューアルなど）

増便系統
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平成２６年以降の主な取組③

路線の新設や増便など“攻めの経営”を推進
平成

27

 主要系統の増便

 鉄道との乗継がスムーズに

 大学施設の開設に合わせた利便性の向上

平成

28  地域主体のＭＭと一体となった路線・ダイヤの拡充

 梅小路公園へのアクセスが更に便利に

 京都駅八条口への市バス乗入れ拡大

 岩倉・修学院地域への均一運賃区間の拡大

平成

29
 主要系統の増便

 大学への通学系統の運行充実

 早朝や夜間時間帯の運行充実

 便利にご利用いただけるダイヤ編成
（系統間のダイヤ調整による等間隔運行の拡大）

 地域主体のＭＭと一体となった路線・ダイヤの拡充

 上賀茂・西賀茂地域への均一運賃区間の拡大
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平成２６年以降の主な取組④

お客様の増加を背景に輸送力を増強
平成

30

令和

1

令和

2

 市バスの混雑対策
（主要系統の増便，大学への通学輸送の充実など）

 地域主体のＭＭと一体となった路線・ダイヤの拡充

 より便利にご利用いただけるダイヤ編成
（最終便の時刻繰下げ，鉄道との乗継利便性向上など）

 堀川通の混雑対策

 夜間時間帯の運行充実

 分かりやすさの向上（停留所名の変更，系統表示の変更）

 前乗り後降り方式の導入（100号系統）

 混雑対策（58号系統，金閣寺付近 12号，59号系統の経路変更）

 地域主体のＭＭと一体となった路線・ダイヤの拡充

 まちづくりの進展に合わせた利便性向上
（４号，46号，67号系統 西賀茂車庫へ延伸）

 北野白梅町駅と出町柳駅との結節強化（102号系統）
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平成２６年以降の主な取組⑤

まちづくりの進展に合わせた利便性向上
コロナ禍の影響による運行の見直し

令和

3

令和

4

 まちづくりの進展に合わせた利便性向上
（65号系統 北泉橋経由に変更）

（４号，46号，67号系統 上賀茂神社前経由に変更）

（三条通（三条京阪前→河原町三条）の一部系統を御池通経由に変更）

 ご利用状況に応じたダイヤ見直し等
（急行系統の減便等）

 民間バス事業者と連携した取組の推進
（８号系統 栂ノ尾延伸，均一運賃区間の拡大）

 輸送力の再配分による利便性向上
（洛西ニュータウンとＪＲ桂川駅とを結ぶ系統を増強）

 朝ラッシュ時や最終便等を維持したダイヤの見直し
（30回／日以上の系統を対象に，運行回数を見直し）
※ 沿線でＭＭ活動が進められている地域を運行する系統は，

運行回数を維持

 ご利用状況に応じた路線の見直し
（急行系統等の休止，深夜バスの廃止）

 民間バス事業者との連携
（一部路線を民間バス事業者とともに運行）
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市バス路線
を取り巻く
状況の変化
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最近１０年間の京都市の状況の変化
それに伴う市バス事業への影響

生産年齢人口の約10万人減少

70歳以上人口の約８万人増加

従業人口の約2.5万人減少

高校生の約１千人減少

大学生の約１万人増加

京都を訪れる観光客が年間5,000万

人に増加したものの，コロナ禍で大幅
に減少

公共交通分担率は25～30％で推移

四条通歩道拡幅や
京都駅八条口駅前広場整備事業の完了

市バス路線沿線への商業施設・集客
施設・宿泊施設の立地・リニューアル

通勤需要は，人口減少やテレワークの
定着等により減少

通学需要は，現状維持の傾向が続くが，
大学のキャンパス移転等による需要の
変化

団塊の世代の高齢化により，通勤通学
需要の減少，昼間需要の増加が想定さ
れる

「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１
の推進

大規模な事業・まちづくりは完了し，
今後10年で，まちの大きな変化は限定

的（民間事業は除く）

＜京都市の状況の変化＞ ＜市バス事業への影響（想定）＞

現在，インバウンド観光は低迷しており，
観光利用の回復時期など将来見通しは
不透明
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18.6 17.7 17.1 16.2 15.3 14.7 13.9 13.2 12.8 12.2 

101.6 99.0 
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17.3 20.8 
23.5 27.0 

31.4 
34.5 34.3 

34.7 
35.8 
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146.8 147.5 147.4 147.5 146.4 145.2 142.3 
138.7 

134.3 
129.7 

0

20

40
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80

100

120

140

160

平成12年 17年 22年 27年 令和2年 7年 12年 17年 22年 27年

（万人）

年少人口 (0～14歳) 生産年齢人口 (15～64歳) 65～69歳 70歳以上 不明

京都市の人口

 定期需要を見込める生産年齢人口が
大きく減少
（平成22年からの10年間で約10万人減少）

 一方，70歳以上人口は増加傾向にある
（平成22年からの10年間で約８万人増加）

生産年齢人口は減少，高齢者は増加

→将来推計

出典：国勢調査，国立社会保障・人口問題研究所 出典：令和2年国勢調査（小地域単位の値をメッシュに面積按分）

人口の推移

人口の分布（令和２年）

太秦天神川

竹田

国際会館

六地蔵

※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある

地下鉄烏丸線
地下鉄東西線
市バス路線
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人口増減とバス利用者数の増減の状況

出典：令和2年国勢調査（小地域単位の値をメッシュに面積按分），市バスＯＤ調査結果

人口の変化と
各停留所をご利用の
お客様数＊の変化

洛西などの
郊外の一部で

人口減少
かつ利用減少

人口減少

かつ利用減少

＊乗車降車されたお客様の合計数
（市バスＯＤ調査結果）

まちなか周辺の

バス停利用が増加

観光地（清水道等）
での利用が減少

南部地域の
市バス利用数は増加

北大路バスターミナル

京都駅前

四条河原町桂駅西口

西大路四条

竹田駅西口/東口
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1,148 1,002 928 875

1,233 1,283 1,468 1,510

5,257
4,971 5,061 4,999

11
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11 11

7,649
7,268

7,467 7,395 7,393

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平成21年 平成24年 平成26年 平成28年 令和3年

（百人）

個人 法人 法人(会社) 法人でない団体

参考値

京都市の事業所・従業人口

 事業所数が大きく減少（平成21年からの７年間で約１万事業所の減少）

 定期需要を見込める従業人口は，70万人前後で推移
（平成21年からの７年間で約2.5万人の減少）

事業所数と従業者数はともに減少

※区分毎の値は
未公表

H21から約2.5万人減少
（約5％減少）

民営事業所数の推移 従業人口の推移

※事業内容等不詳を除く事業所数を示している

※令和3年と平成28年以前は調査方法が異なるため，数値の単純比較はできない

出典：経済センサス-基礎調査（平成21年，26年）
経済センサス-活動調査（平成24年，28年および令和3年（速報値））

※令和3年と平成28年以前は調査方法が異なるため，数値の単純比較はできない

出典：経済センサス-基礎調査（平成21年，26年）
経済センサス-活動調査（平成24年，28年および令和3年（速報値））

（速報値） （速報値）

※区分毎の値は
未公表

H21から約1万事業所減少
（約1割減少）

※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある ※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある
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病院の立地状況

 市バス路線沿線では，
規模の大きな病院の移転も

ほとんどの病院はバス停500m圏内に立地
病院の立地状況

北大路駅

京都駅
桂駅

中書島駅

竹田駅

四条烏丸

出典：国土数値情報

京都民医連
中央病院

西京都病院
（移転先）

西京都病院

南太秦バス停 （バスの駅を整備）

バス停500m圏府立医大病院前バス停 （玄関に近い位置にバス停を整備）
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商業施設の立地状況

 イオンモール京都桂川（平成26年開業）

 ＳＵＩＮＡ室町

（京都産業会館跡地・平成31年オープン）

 京都河原町ガーデン

（旧京都マルイ・令和3年オープン）

沿線で大型商業施設の開業やリニューアルが相次ぐ

出典：京都市「大規模小売店舗一覧」
京都市「中規模小売店舗一覧」
京都府商店街振興組合連合会

iタウンページ

イオンモール
京都桂川

ＳＵＩＮＡ室町

京都河原町
ガーデン

北大路駅

京都駅
桂駅

中書島駅

竹田駅

四条烏丸

バス停500m圏商業施設の立地

ＳＵＩＮＡ室町

イオンモール京都桂川
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国立 府立 市立 私立

高等学校の立地状況

 平成22年度からの10年間で
1,000人程度減少

 塔南高校が旧洛陽工業高校跡地へ

移転予定（令和5年4月）

 銅駝美術工芸高校が京都駅東側へ
移転予定（令和5年秋）

高等学校の生徒数は微減

出典：京都市統計書（学校基本調査）

高等学校の分布

塔南高校
の移転

銅駝美術工芸
高校の移転

北大路駅

京都駅
桂駅

中書島駅

竹田駅

四条烏丸

高等学校 生徒数の推移

バス停500m圏

出典：国土数値情報

※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある
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大学の立地状況

 市内の大学(キャンパス)に通う学生数は
平成22年からの10年間で1万人程度増加
 京都産業大学入学者数の増加（2017年から380人増）

 京都市内へのキャンパス回帰傾向あり
 平成25年に同志社大学文系学部の今出川

キャンパスへの統合

 令和5年に京都市立芸術大学が西京区大枝
から京都駅東側へ移転予定

 令和7年に龍谷大学社会学部が滋賀県から
深草へ移転予定

 京都市内からのキャンパス移転
 平成27年に立命館大学経営学部等が大阪府

茨木市「大阪いばらきキャンパス」(OIC)へ移転

18歳人口の減少により学生獲得に向けて競争の激化
大学・短期大学の立地

市立芸大の移転

龍谷大社会学部
の移転

北大路駅

京都駅
桂駅

中書島駅

竹田駅

四条烏丸

バス停500m圏

出典：国土数値情報

京都産業大学内のバス停

出典：京都市統計書（学校基本調査）

京都市内のキャンパスに

通学する生徒数
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（千人）
市内ホテルの宿泊状況

総宿泊客数比較

令和元年 令和2年 令和3年

(令和元年と令和2年は58～68ホテルからの結果)

(令和3年は68～105ホテルからの結果) ※月によって回答施設数が異なる
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（万人）

外国人宿泊客数

観光客の状況

増加していた観光客がコロナ禍を受け激減

以前の状況

コロナ禍での状況
（令和３年５月）

外国人宿泊客数の急増

コロナ禍による宿泊客数の激減

出典：京都市観光協会データ月報

出典：京都観光総合調査，観光客の動向等に係る調査

観光入込客数の合計
（日本人＋外国人）
・H22 ：4,956万人
・R1 ：5,352万人
※R2の合計数は未調査
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⑥嵐山・嵯峨野
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⑧八坂神社

⑨京都御所

⑩銀閣寺

平成25年

令和元年
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46.1

30.3

23.2

15.9
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15.6

14.8

13.4

11.5
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①清水・祇園周辺

②京都駅周辺

③河原町三条・四条周辺

④嵯峨嵐山周辺

⑤二条城・壬生周辺

⑥きぬかけの路周辺

⑦東山七条周辺

⑧伏見周辺

⑨岡崎・蹴上周辺

⑩銀閣寺・哲学の道・百万遍

平成25年

令和元年

（％）

観光客の訪問地

多くの観光客が祇園，清水寺，二条城，伏見稲荷大社を訪問

日
本
人
の
上
位
訪
問
地

外
国
人
の
上
位
訪
問
地

日本人／外国人観光客の訪問地

コロナ前（R1）
の状況

凡例

日本人観光客の訪問地
外国人観光客の訪問地
※数字は訪問地別の来訪者数の順位（令和元年）

出典：京都観光総合調査
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京都市内の公共交通（バス・鉄道）ネットワーク

高雄・京北方面

西日本ジェイアールバス

嵐山方面

京都バス

洛西～向日町

阪急バス

桂坂・洛西NT～桂川駅

ヤサカバス

桂・桂坂方面

京阪京都交通

市原・岩倉・大原方面

京都バス

山科・醍醐方面

京阪バス

醍醐エリア

醍醐コミュニティバス

宇治・久御山方面

京都京阪バス

向島エリア

近鉄バス

雲ケ畑方面

もくもく号

市バス
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路線バス
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レンタカー
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（％）

57.7

46.1

4.3

18.5

8.3

40.5

0.7

3.6

0 10 20 30 40 50 60

鉄道

市内バス

貸切バス

タクシー

自家用車

徒歩

自転車

その他

（％）

※複数回答

※単一回答

京都市内の交通手段分担率

 市内の非自動車分担率は77.7％
平成12年や平成22年から，少しず
つ公共交通等の利用が増えている

 観光客の自家用車利用は８％程で
多くが公共交通を利用

非自動車の分担率は77.7％

出典：令和元年度「歩くまち・京都」推進会議説明資料

（H12：京阪神都市圏PT調査，H22：近畿圏PT調査，R1：推計値）

市内の交通手段分担率

日本人観光客の市内利用交通機関

外国人観光客の市内利用交通機関

コロナ前（R1）
の状況

出典：京都観光総合調査

出典：京都観光総合調査

※「その他」をグラフから除外していること及び四捨五入により合計が100％にならない場合がある

非自動車

71.7%

非自動車

77.7%
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凡例

地域間の流動量(H22)

単位：千トリップ/日

※丸印の左上等の数字は

地域内流動量(H22)

＜矢印の大きさ＞

3～5

5～7

7以上

※3千トリップ/日以上の

流動量を図示

 京都市内の移動は，区内での移動や隣接区同士の移動（中京区～下京区間，右
京区～中京区間）が多い。

 鉄道での移動は，都心部（中京区・下京区）を中心とした移動が多く，特に市
南部（伏見区・西京区）との移動が多い。

 バスでの移動は，都心部（中京区・下京区）を中心とした移動が多く，特に市
北部（北区・左京区）との移動が多い。

市内の人の動き

出典：平成22年 第5回近畿圏パーソントリップ調査結果

コロナ前（H22）
の状況

北区

上京区

中京区

下京区

南区 伏見区

東山区

山科区

左京区

西京区

右京区
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151162
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3
4

37
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凡例

地域間の流動量(H22)

単位：千トリップ/日

※丸印の左上等の数字は

地域内流動量(H22)

＜矢印の大きさ＞

30～40

40～50

50以上

※30千トリップ/日以上の

流動量を図示

平日・手段計

北区

上京区

中京区

下京区

南区 伏見区

東山区

山科区

左京区

西京区

右京区

1

0

5

4

1

4

1

3

15

42

7
8

5

7

1
2

710

5

凡例

地域間の流動量(H22)

単位：千トリップ/日

※丸印の左上等の数字は

地域内流動量(H22)

＜矢印の大きさ＞

5～10

10～15

15以上

※5千トリップ/日以上の

流動量を図示

京都市内の代表交通手段別流動量

平日・鉄道 平日・バス
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市内の公共交通利用状況

 ＪＲ桂川駅・阪急洛西口駅や観光地周辺，市南部の駅で増加

 コロナ禍の影響を受け，特に観光地周辺の駅で利用が減少

北大路駅

京都駅

桂駅

中書島駅

竹田駅

四条/烏丸

平成22年→令和元年の変化 令和元年→令和２年の変化
※叡山電鉄は出町柳駅を除いて定期外に限った値
※叡山電鉄鞍馬線市原駅～鞍馬駅間は，土砂災害

により令和2年7月から令和3年9月まで運休

※京福電気鉄道は平成23年から令和元年への変化
※叡山電鉄は出町柳駅を除いて定期外に限った値

北大路駅

京都駅

桂駅

中書島駅

竹田駅

四条/烏丸

桂川駅 桂川駅

嵐山駅 嵐山駅

※

出典：京都市統計書出典：京都市統計書
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市内のまちづくり・開発の状況

＜新運転計画※の後これまでに行われたまちづくり・開発＞

 イオンモール京都桂川開業（平成26年10月）

 四条通歩道拡幅事業（平成27年10月完成）
－四条通(烏丸通～川端通)の車線数を減少させ歩道を拡幅

－合わせてバス停の集約，テラス型バス停の導入を実施

 阪急京都線洛西口駅付近連続立体交差化事業（平成28年３月高架化）
－「洛西口駅～桂駅間プロジェクト」第Ⅰ期エリア完成（平成30年10月）

 京都駅八条口駅前広場整備事業（平成28年12月完成）
－路線バスのりばの集約，拠点広場やタクシー乗降場所を整備

 梅小路エリアへの新駅設置，周辺整備
－京都鉄道博物館の開業（平成28年4月）

－JR嵯峨野線「梅小路京都西駅」の開業（平成31年3月）

－周辺ではホテルや賑わい施設の整備が引き続き進められている

＜今後予定されているまちづくり・開発＞
 旧京都府警察本部本館へ文化庁京都移転（令和４年度中の京都での業務開始を予定）

 京都駅東部エリアへの京都市立芸術大学の移転（令和５年秋予定）
－「文化芸術都市・京都」の新たなシンボルゾーン創生を目指す

 JR向日町駅の駅前広場整備（令和10年度完成予定）

 京都駅東南部エリアでのアートミュージアムの建設（時期等未定）

京都駅周辺や四条界わいで，まちづくり・開発が進展
四条通

京都駅八条口

※ 平成26年３月実施
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市内のまちづくり・開発の状況

＜京都駅・梅小路周辺での施設立地状況＞

市バス沿線に集客施設が新規開業

（写真等は，各施設のHPのものを使用）

梅小路京都西駅
（H31.3）

梅小路ハイライン
（鉄道高架上の屋台ｽﾄﾘｰﾄ）

ホテルエミオン京都
１・２階が商業施設

（R2.7）

京都鉄道博物館
（H28.4） 京都水族館

（H24.3）

京都タワーサンド
（京都タワービル商業ゾーン

リニューアル）
（H29.4）

梅小路ポテル京都
（R2.10）
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542 532 550 575 624 656 679 680
40 145 370 543 684

899 958 891
420

551

1,123

1,748

2,306
2,438 2,146

1,996

1,002
1,228

2,043

2,866

3,614

3,993
3,783

3,567

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

（施設）

旅館・ホテル 簡易宿所(京町家) 簡易宿所(京町家以外)

市内のまちづくり・開発の状況

＜インバウンド増加等により
外資系ホテルも開業＞

 平成27年度から令和元年度にか
け宿泊施設は３倍以上に増加

 コロナ禍に入った令和２年度以
降もホテルの数は増加している

平成27年頃から宿泊施設の急増

出典：京都市統計書（旅館業法に基づく許可施設数）

宿泊施設数の推移

出典：京都市観光協会データ年報 2020,2021

■ ：令和2年開業
◆ ：令和3年開業

京都駅

四条烏丸

嵯峨
嵐山駅

北大路駅

令和2年～3年に開業した主な宿泊施設



39

市バス
ご利用の
主な特徴

（旅客流動調査の結果から）
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直近の状況 ： 令和３年度のお客様のご利用状況

回復傾向にあるが，コロナ前の水準には達していない

357

248
257 

229 

254 

276 

251 
261 

278 

318 

292 

259 254 

282 

▲37.7%

▲38.1%

▲30.2%

▲23.8%

▲28.5%

▲34.1%

▲23.8%

▲19.4%

▲14.9%

▲23.1%

▲28.7%

▲21.7%

▲50.0%

▲45.0%

▲40.0%

▲35.0%

▲30.0%

▲25.0%

▲20.0%

▲15.0%

▲10.0%

▲5.0%

0.0%

0

50

100

150

200

250

300

350

400

令和元年度

平均

令和2年度

平均

令和3年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令和4年1月 2月 3月

1日当たりのお客様数 コロナ前との減少率(注)

4/12～24

4/25～6/20

6/21～7/11 8/2～8/19

8/20～9/30

1/27～3/21

新型コロナ感染者の急増に伴い，
緊急事態宣言が発出され，お客様数が減少

オミクロン株が流行し，まん延防止等重点措置
が適用されたことで，お客様数が減少

新型コロナ感染者の一時的な減少により，お客様数は
増加に転じるものの，コロナ前比較では，約▲15～▲25％の減少

注）令和元年度比較（ただし，２月，３月はコロナの影響があったため平成３０年度との比較）

※ ・・・緊急事態宣言， ・・・まん延防止等重点措置
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7.0 7.1 7.3 7.5 8.3 8.4 8.7 9.0 9.3 9.6 
7.2 
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34.1 

35.3 
36.3 36.8 36.4 35.7 

24.8 

0

5
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20

25

30

35

40

平成22 23 24 25 26 27 28 29 30 令和元 2

（万人）

（年度）定期（人） 定期外（人） 敬老等（人）

直近の状況 ： 令和３年度のお客様のご利用状況

（補足資料）

 定期利用者数（通勤通学の利用）や定期外利用者（観光客等）は，コロナ前ま
では毎年増加

 コロナ禍の令和２年度に利用が大きく減少し，令和元年度と比較して，
定期利用はマイナス25.6％，定期外利用はマイナス47.3％であった

出典：京都市交通事業白書

定期利用

△25.6%

定期外利用

△47.3%

敬老等利用

3.6%

※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある
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市バス旅客流動調査（令和３年実施）

令和３年11月25日～12月12日の平日６日間，休日２日間

バス乗車時に調査カードを配布し，降車時に回収

平日調査は全系統全ダイヤ，休日調査は全系統の一部ダイヤで実施

利用目的，券種，乗車前/降車後の交通手段，
年齢，住まい

区分 令和3年 平成24年 増減

総旅客数 319,713人 338,238人
△18,525人
（△5.5％）

調査の実施概要

調査期間

配布方法

対象路線

調査項目

平日調査の結果

※調査結果の詳細は資料６参照
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市バス旅客流動調査（令和３年実施）の結果 ①

 ７時台及び８時台がピークで，それぞれ2.7万人程度の利用(前回比 △4.5％)

 ９時台～15時台の昼間時間帯は約２万人強で推移（前回比 △9.5％減少)

 夜間時間帯のご利用状況は，前回の調査と比べて顕著な変化はなかった。

朝・夕ラッシュにご利用が多いＭ字型カーブ

資料６ p4参照
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ﾄﾗﾌｨｶ京ｶｰﾄﾞ
(磁気ｶｰﾄﾞ含む)

その他
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6.5%

28.5%12.2%
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1.7%
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19.5% 23.0%
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H24 R3

券種別旅客数の割合（平日）

現金

ICカード

定期券

IC定期券

敬老乗車証

回数券

一日券・二日券
(観光乗車券含む)

ﾄﾗﾌｨｶ京ｶｰﾄﾞ
(磁気ｶｰﾄﾞ含む)

その他

市バス旅客流動調査（令和３年実施）の結果 ②

 現金＋ＩＣカード利用は，約6.4万人増加

 定期券・ＩＣ定期券利用は，約２万人減少

 一日（二日）券，回数券やトラフィカ京カードは減少

定期外の利用が概ね半数／定期利用は減少

資料６ p5参照

現金

4.8万人

現金＋ICカード

11.2万人 ※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある
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市バス旅客流動調査（令和３年実施）の結果 ③

 通勤と買い物・食事利用の旅客数が増加

 通学や観光・修学旅行の旅客数は減少

 通勤＋通学の割合は46.6％と，前回と比べて増加

通勤や買い物目的は増加／観光目的は減少

通勤通学

40.9%
通勤通学

46.6%

資料６ p6参照

※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある
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降車後の乗継別旅客数（平日）(万人/日)

地下鉄へ

鉄道へ

バスへ

乗継なし

 地下鉄やＪＲ・私鉄との乗継が，乗車前，降車後それぞれ約６～７千人増加

 バスとの乗継も，前回（平成24年）と比べて増加

市バス旅客流動調査（令和３年実施）の結果 ④

鉄道からの乗継／鉄道への乗継が増加

市バス乗車前の交通手段（平日） 市バス降車後の交通手段（平日）

地下鉄+鉄道

5.6万人

地下鉄+鉄道

6.3万人

（約７千人増加）

地下鉄+鉄道

4.8万人

地下鉄+鉄道

5.4万人

（約６千人増加）

資料６ p7参照

※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある
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 [年齢] 70歳以上の利用が多い／13～64歳の利用が減少

 [居住地] 京都市内にお住まいの方が増加
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19～39歳

40～59歳

60～69歳

70歳以上

6～12歳

13～64歳

65歳以上

市バス旅客流動調査（令和３年実施）の結果 ⑤

京都市内にお住まいの方の利用が約８割

年齢別旅客数（平日） 居住地別旅客数（平日）

13～64歳

24.0万人

13～64歳

約20.0万人

(60～64歳利用を60～69歳利用の1/2とした)

資料６ p8参照

※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある
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順位

1 ２０５ 九条車庫前 (北大路BT) 九条車庫前 30,251 人

2 ２０６ 北大路バスターミナル (京都駅前) 北大路バスターミナル 23,694

3 ２０３ 錦林車庫前 (西大路四条) 錦林車庫前 18,154

4 ３ 松尾橋 － 北白川仕伏町 13,610

5 ２０２ 九条車庫前 (熊野神社前) 九条車庫前 12,872

6 ２０１ みぶ操車場前 (百万遍) みぶ操車場前 12,011

7 ５ 岩倉操車場前 － 京都駅前 11,225

8 ２０７ 九条車庫前 (祇園) 九条車庫前 10,994

9 ９ 西賀茂車庫前 － 京都駅前 10,796

10 ２０４ 北大路バスターミナル (西ノ京円町) 北大路バスターミナル 10,417

11 ４６ 西賀茂車庫前 －
岡崎公園 ロームシアター

京都・みやこめっせ前 9,411

12 ４ 西賀茂車庫前 － 京都駅前 6,575

13 １２ 立命館大学前 － 三条京阪前 6,357

14 １７ 錦林車庫前 － 京都駅前 5,820

15 ５０ 京都駅前 － 立命館大学前 5,274

16 ９３ 錦林車庫前 － 嵐山 5,257

17 ２８ 京都駅前 － 大覚寺 5,078

18 ３７ 西賀茂車庫前 － 三条京阪前 4,952

19 １３ 四条烏丸 － 久世工業団地前 4,794

20 ５９ 山越中町 － 三条京阪前 4,683

系統 区　　　　　間 旅客数 順位

53 ２０ 横大路車庫前 (京阪淀駅) 横大路車庫前 1,331 人

54 １６ 京都駅八条口 (南区総合庁舎前) 京都駅前 1,259

55 ５１ 立命館大学前 － 三条京阪前 1,233

56 ２２ 横大路車庫前 － 南工業団地前 1,176

56 ６５ 岩倉操車場前 － 四条烏丸 1,176

58 ８ 四条烏丸 － 栂ノ尾 1,168

59 南１ 竹田駅西口 － 桂駅東口 1,149

60 西３ 洛西バスターミナル － 桂駅西口 1,059

61 ７８ 京都駅前 － 久世工業団地前 1,035

62 ４３ 四条烏丸 － 久世橋東詰 989

63 ８４ 九条車庫前 － 太秦天神川駅前 985

64 Ｍ１ 立命館大学前 － 原谷 967

65 １９ 横大路車庫前 － 京都駅前 861

66 ４２ 洛西口駅前 － 京都駅前 741

67 南３ 竹田駅西口 － 横大路車庫前 735

68 ８６ 梅小路公園・

京都鉄道博物館前
－ 三条京阪前 726

69 西１ 洛西バスターミナル － 桂駅西口 685

70 南８ 横大路車庫前 － 竹田駅東口 522

71 ６７ 西賀茂車庫前 － 松尾橋 416

72 ５２ 立命館大学前 － 四条烏丸 392

系統 区　　　　　間 旅客数

市バス旅客流動調査（令和３年実施）の結果 ⑥

 上位20位
 上位10位までは１万人を超過

 循環系統や幹線系統が上位を占める

旅客数は上位10位までの系統が１万人を超過
 下位20位
 運行本数の少ない系統や，周辺部を

運行する系統が下位を占める

資料６ p10～11参照
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順位

1 １７ 錦林車庫前 － 京都駅前 5.8 人

1 ２０３ 錦林車庫前 (西大路四条) 錦林車庫前 5.8

1 ２０６ 北大路バスターミナル (京都駅前) 北大路バスターミナル 5.8

1 ２０７ 九条車庫前 (祇園) 九条車庫前 5.8

5 ２０１ みぶ操車場前 (百万遍) みぶ操車場前 5.6

6 ８６ 梅小路公園・

京都鉄道博物館前
－ 三条京阪前 5.0

7 ３ 松尾橋 － 北白川仕伏町 4.9

8 ９ 西賀茂車庫前 － 京都駅前 4.8

9 ５ 岩倉操車場前 － 京都駅前 4.7

9 １２ 立命館大学前 － 三条京阪前 4.7

9 ２０２ 九条車庫前 (熊野神社前) 九条車庫前 4.7

9 ２０５ 九条車庫前 (北大路BT) 九条車庫前 4.7

9 北３ 北大路バスターミナル － 京都産大前 4.7

14 ６ 京都駅前 － 玄琢 4.5

15 ２０４ 北大路バスターミナル (西ノ京円町) 北大路バスターミナル 4.4

16 ４６ 西賀茂車庫前 －
岡崎公園 ロームシアター

京都・みやこめっせ前
4.3

17 １５ 立命館大学前 － 三条京阪前 4.2

17 ２８ 京都駅前 － 大覚寺 4.2

19 ４ 西賀茂車庫前 － 京都駅前 4.1

19 ５０ 京都駅前 － 立命館大学前 4.1

系統 区　　　　　間
キロ当たり

旅客数
順位

53 ４２ 洛西口駅前 － 京都駅前 2.7 人

54 西２ 洛西バスターミナル － 桂駅西口 2.5

55 西８ 洛西バスターミナル － 桂駅西口 2.4

55 南３ 竹田駅西口 － 横大路車庫前 2.4

57 １８ 二条駅西口 － 久我石原町 2.3

57 ７０ 小畑川公園北口 － 太秦天神川駅前 2.3

57 ７８ 京都駅前 － 久世工業団地前 2.3

57 西６ 桂坂中央 － 桂駅西口 2.3

61 ８ 四条烏丸 － 栂ノ尾 2.1

61 西４ 洛西バスターミナル － ＪＲ桂川駅前 2.1

63 １９ 横大路車庫前 － 京都駅前 2.0

63 ２０ 横大路車庫前 (京阪淀駅) 横大路車庫前 2.0

65 １６ 京都駅八条口 (南区総合庁舎前) 京都駅前 1.9

66 西５ 桂坂中央 － 桂駅西口 1.8

67 ８４ 九条車庫前 － 太秦天神川駅前 1.7

67 西１ 洛西バスターミナル － 桂駅西口 1.7

67 南１ 竹田駅西口 － 桂駅東口 1.7

70 西３ 洛西バスターミナル － 桂駅西口 1.6

71 南８ 横大路車庫前 － 竹田駅東口 1.5

72 ２２ 横大路車庫前 － 南工業団地前 1.4

系統 区　　　　　間
キロ当たり

旅客数

 上位20位
 京都駅や四条河原町等のターミナル

や中心市街地，観光地の系統が多い

 下位20位
 周辺部を運行する系統などでキロあ

たり旅客数が少ない

市バス旅客流動調査（令和３年実施）の結果 ⑦

キロ当たり旅客数は京都駅・四条河原町等への系統で多い
資料６ p12～13参照
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太さ：R03年通過人員

流 動 図
令和3年の流動量（百人／日）
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流 動 図
平成24年→令和3年の流動量差（百人／日）
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竹田駅

ＪＲ桂川駅

竹
田

街
道

白
川

通

南太秦

久我の杜

大
宮

通

市バス旅客流動調査（令和３年実施）の結果 ⑧

外郭道路とその内側でのご利用が多い

循環系統等で
ご利用が減少

ご利用の少ない
エリア

JR桂川駅周辺で
ご利用が増加

阪急桂駅周辺で
ご利用が減少

資料６ p19参照

ご利用の多いエリア
外郭道路上と，その内側で

碁盤の目状に構成された東西
及び南北の幹線道路を中心

にご利用されている状況

資料６ 参考資料
p22参照
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お客様アンケート調査（令和３年実施）

調査の実施概要

調査期間

配布方法

配 布 日

配布枚数

回 収 数

主な
調査項目

※調査結果の詳細は資料７参照

令和３年11月25日～12月8日

バス停※での配布，区役所・支所等への配架，専用WEBサイト

令和３年11月26日(金)，28日(日)（バス停で配布）

17,292枚

7,994件（WEBサイトでの回答含む）

利用状況，利用目的，コロナ禍での利用状況の変化，
乗継への意向，回答者属性（郵便番号，年齢，性別，職業）

北大路バスターミナル，金閣寺道，
千本今出川，出町柳駅前，四条
河原町，四条大宮，祇園，清水道，
京都駅前，京都駅八条口アバン
ティ前，西大路駅前，西大路四条，
桂駅西口，竹田駅西口，中書島
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お客様アンケート調査（令和３年実施）の結果 ①

 週５日以上の高い頻度でご利用のお客様の割合が減少。

調査結果＜コロナ前と現在との利用頻度の変化＞

コロナ前から

７%減少

利用が減少した理由

コロナ前から

４%増加

資料７ p４参照

市バスの利用頻度
（単独回答,％） （複数回答,％）

（単独回答,％）
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6.2

37.7 36.5

27.1

22.5

26.8

14.6

3.2
1.4

5.7

37.7 37.4

26.8

22.2
25.2

12.4

2.2
0.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

7時以前 7時～9時 9時～12時 12時～15時 15時～17時 17時～19時 19時～22時 22時以降 無回答

・不明

コロナ前 現在

午後の多い時間帯

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答,％） 

午前の多い時間帯 

お客様アンケート調査（令和３年実施）の結果 ②

 夜の時間帯のご利用が若干減少している以外，大きな変化は見られない

調査結果＜コロナ前と現在との利用時間帯の変化＞ 資料７ p６参照

市バスの利用時間帯
（複数回答,％）
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Ａ案：20分に1本のバスで，乗換なしで目的地に移動可能
運賃は230円

Ｂ案：10分に1本バスがあるが，乗換が必要
運賃は370円(90円の乗継割引)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24

R3

お客様アンケート調査（令和３年実施）の結果 ③

 目的地まで，Ａ案：乗換なし（20分間隔運行・230円）と，Ｂ案：途中で乗換あり（10分

間隔運行・370円）の比較では，Ａ案：乗換なしが72.7％を占め，運行本数が増える
よりも，乗換がなく，運賃負担が少ないＡ案を支持する人が多い結果となった。

※ 前回調査（平成24年）よりも，Ｂ案：乗換ありが若干増加。

＜運賃が異なる場合＞

A案(乗換なし)を使いたい
75.1％

調査結果＜運行本数や乗換等に関するお客様ニーズ＞

A案(乗換なし)を使いたい
72.7％

B案(乗換あり)
を使いたい
23.0％

不明
4.3％

B案(乗換あり)
を使いたい
18.2％

不明
6.6％

資料７ p14参照
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H24

R3

お客様アンケート調査（令和３年実施）の結果 ④

 運賃負担が増えない場合では，目的地まで，Ａ案：乗換なし（20分間隔運行・230円）

と，Ｂ案：途中で乗換あり（10分間隔運行・230円）の比較では，
Ａ案：乗換なしが48.4％，Ｂ案：乗換ありが47.3％と，ほぼ同程度の結果となった。

※ 前回調査（平成24年）よりも，Ａ案：乗換なしが若干増加。

＜運賃負担が増えない場合＞

A案(乗換なし)を使いたい
46.7％

調査結果＜運行本数や乗換等に関するお客様ニーズ＞

A案(乗換なし)を使いたい
48.4％

B案(乗換あり)を使いたい
47.3％

不明
4.3％

B案(乗換あり)を使いたい
46.7％

不明
6.6％

Ａ案：20分に1本のバスで，乗換なしで目的地に移動可能
運賃は230円

Ｂ案：10分に1本バスがあるが，乗換が必要
運賃はＡ案と同じ230円

資料７ p15参照
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市バスの
今後の課題
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社会情勢の変化と取り組むべき交通に関する主な課題

京都市における交通を取り巻く状況・課題
 京都市においては，京都ならではの魅力を活かして，人々を惹きつける人口１４０万人規模の都市とし

てのまちの活力の維持・向上を目指すこととしており，若年・子育て層などあらゆる世代の人々が住み
続けられるまちづくりのための，定住促進，企業立地促進等に資する交通ネットワークの形成が重要に
なっています。 ※「歩くまち・京都」総合交通戦略２０２１より抜粋

社会情勢の変化と取り組むべき交通に関する主な課題 
人口減少，少子化，長寿化 

○ 公共交通利用者の減少 

○ 運転士・整備士など公共交通を支える担い手の不足 

○ 高齢者の免許返納等による移動ニーズの多様化 

○ 市民生活に必要な移動手段の確保 

地球温暖化 新型コロナ感染症の拡大・頻発する自然災害 

○ 運輸部門における二酸化炭素排出量の ○ 「密」を避ける行動への対応 

更なる削減 ○ 自然災害などに対する備えの確保 

混雑問題 若年・子育て層の流出 

○ 生活交通と観光交通の錯綜 ○ 定住促進，企業立地促進等に資する 

（とりわけ京都駅への一極集中） 交通ネットワークの形成 

○ 交通渋滞の発生 ○ 魅力的な歩行空間，都市空間の創出 

人々のライフスタイルの変化 デジタル技術の進展 

○ 「歩くまち・京都」の理念の更なる浸透 ○ 交通データ（路線・ダイヤ，料金）等 

○ テレワーク等の普及に伴う外出機会の減少 の連携の不足 

○ インターネット通販の拡大等による ○ 新技術への対応と利活用 

個人宅配の増加 
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社会情勢の変化と取り組むべき市バスの主な課題

市バスを将来に渡って安定的に運営していくために

一定の人口減少・少子高齢化は避けられない

車両・設備の維持に 200 億円を超える更新費用が必要

大型二種免許保有者減少等により，全国的に運転士・整備士が不足
（市バスとしても要員確保が困難）

民間受託事業者への委託料の大幅な増加，受託事業者の撤退や受託規模縮小
（直営割合拡大で人件費等の増加）

市民生活と観光の調和を図ることが求められている

コロナ前

日帰り観光客は減少しているが，宿泊客は高い水準で推移し，海外観光客は堅調に推移する見込み

「歩くまち・京都」の推進等により，市バスの定期利用者数は増加

軽油価格の高騰

観光客や大きな手荷物等の増加で，一部路線の混雑度上昇

今後少子高齢化や人口減少社会の進展も本格化していく中，市バス・地下鉄は，将来にわ
たって元気に走り続けることにより，京都市の都市経営主体の一つである交通事業者として，
持続可能な社会を目指すＳＤＧｓの実現をはじめとした京都のまちづくりに貢献していく

出典：市バス・地下鉄事業経営ビジョンを基に作成

（担い手不足等の影響もあり）

お客様の動向

老朽化に伴う車両・設備
の更新コストの増加

事業を支える担い手
の確保

市バス事業に
おけるコストの増加

観光客の増加等に伴
う市バスの混雑対策

本市のまちづくり
への貢献
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社会情勢の変化と取り組むべき市バスの主な課題

市バスを将来に渡って安定的に運営していくために

コロナ禍（現在～将来）

10万人／日以上のお客様の減少（令和２年度）

82系統全てで赤字，48億円の赤字（令和２年度）

輸送の安全確保のためには，厳しい経営状況であっても，
計画的な車両・設備の維持更新が必要

市バス路線のネットワークを将来にわたり維持するためには，
経費削減策や収入増加策などの経営健全化の取組が必要

出典：市バス・地下鉄事業経営ビジョンを基に作成

お客様数の見込み（令和10年度でコロナ前の△10％）

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大

※ 端数調整により合計値が一致しない場合がある


